
【汗抜きについて】
夏の定番メニュー
夏になるとクリーニング店の前に「汗抜き」というのぼりが目立つようになりますね。
通常ですとドライクリーニングをする、ウールやシルクといった動物繊維でできた
衣類に付着した汗汚れを落とすメニューになります。
お店によって処理内容が違う？
汗抜きという同じメニューでも、実はお店によって処理内容が違うことがあります。
汗抜きには大きく二つの方法があり、一つは水を使って洗う方法（ウェットクリー
ニングと呼ばれます）。もう一つは、ドライクリーニングの溶剤の中に、水溶性の汚
れ（水に溶ける汚れ）を落としやすくする洗剤を入れる方法になります。ドライク
リーニングの溶剤は灯油のようなもので、水溶性の汚れを除去するのが苦手です。汗は水溶性の
汚れになりますので、ドライクリーニングだけでは除去することができません。蓄積するとゴワ
ゴワやべたつき、シミの原因になってしまいます。
どちらが良いのかというと、それぞれメリットデメリットがありますので、一概には言えません。
ウェットクリーニングの方が汗を落とす効果は強いのですが、水を使いますので繊維への影響が
大きくなります。水溶性の汚れを落としやすくする方法は、繊維への影響は少ないのですが、汗
を落とす効果は弱くなります。どの程度汗をかいたのかや、繊維の種類、デザイン等によっても
変わりますし、クリーニング店の技術の差もありますので、信頼できるクリーニング店を選ぶこ
とが大切になります。
クリーニングの頻度について
一部のメディアやブログなどでクリーニングの出しすぎは衣類を傷めるという趣旨で紹介されて
いることがあります。洗浄することで繊維に負担がかかる事は事実ですが、汚れが蓄積した際の

ダメージを考えるときちんとケアすることが大切です。これからの季節は汗を
たくさんかきますので、着心地も悪くなりますし、シワシワやヨレヨレの状態
で着用しては第一印象が悪くなります。臭いも気になりますね。節約したつも
りが、シミができてしまったら、それ以上に染み抜き料金がかかり、繊維にも
負担がかかってしまったということにもなりかねません。
クリーニングはどこも同じだと思われがちですが、処理内容も技術もそれぞれ
です。きちんとケアすることが、大切な衣類を長持ちさせる秘訣です。
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夏本番！暑い日が多くなる時期です。体調管理をしっかりして夏バテ防止を心がけしましょう。
衣類も色移り色なき事故が多くなる季節です。困った時はご相談下さい。



「汗ジミによる変色修正事例」
汗が付いたまま時間が経
過して、変色した脇シミ
も修復師の施術で着用可
能な状態に修復致しまし
た。古いシミ変色もあき
らめずにご相談ください。

熱中症に気を付けなければいけない季節になりますので、注意点をご紹介します。
１．汗をたくさんかいた時の水分補給にはナトリウムを一緒にとりましょう。
⇒汗は水分だけではなく、身体の中のナトリウムも一緒に排出されます。水だけを補給すると、体内
のナトリウム濃度が低くなり、濃度を保つために、体内の水分をだしてしまうため、脱水がさらにひ
どくなってしまいます。また、カフェイン
は利尿作用があるため注意しましょう。
２．汗を拭くのは乾いたタオルではなく、
濡らしたタオルで拭きましょう。
⇒汗は体温を下げる効果があります。乾い
たタオルで拭いてしまうと、体温を下げよ
うとさらに汗を出してしまい、脱水がさら
にひどくなってしまいます。
３．身体を冷やすには、首、脇、足のつけ
ねを冷やす。
⇒熱射病が疑われる場合には、直ちに冷却
処置を開始しなければなりません。冷却は、
皮膚を直接冷やすより、全身に水をかけたり、
濡れタオルを当てて扇ぐ方が、気化熱によ
る熱放散を促進させるので効率が良くなり
ます。また、頸部（首）、腋下（脇の下）、
ソケイ部（大腿部の付け根）などの大きい
血管を直接冷やす方法も効果的です。

豆知識 熱中症対策について
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